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【背景及び目的】
近年，新規工業材料や医薬品への利用などにより希
土類元素が環境中に放出されるようになり，河川や沿
岸海水等で希土類元素の汚染が報告されている。特に
病院で画像診断に使われるMRIの造影剤を起源とす
る Gd（ガドリニウム）の汚染は都市域環境水でしば
しば見られる。しかし他の希土類元素の汚染に関して
はほとんど報告されていない。そこで本研究では，キ
レート固相抽出法を用いる脱塩濃縮を行った後，ICP-
MS（誘導結合プラズマ質量分析法）で測定すること
により，河川の上流域から下流域，及び沿岸海水まで
の広域元素濃度分布を調査し，それぞれの特徴，汚染
等について考察することを第一の目的とした。
伊豆諸島の伊豆大島や三宅島は，天草などの良質な
海藻の産地として知られている。しかし，三宅島では
2000年（平成 12年）の噴火以降，天草の収穫量が減
少している。これまでに海流の変化や，栄養塩濃度の
変化に関する様々な検討が行われてきたが，この原因
については特定されていない。本研究では海水中の希
土類元素に着目し，希土パターンから海域の特徴を探
ることを第二の目的とした。
【実験方法】
河川水試料は，境川の上流域から下流域までの 4地
点で採水した。また，下水処理場からの影響を調べる
ために下水放流水も分析した。伊豆諸島沿岸海水試料
は東京都島しょ農林水産総合センターが伊豆大島 5地
点，三宅島 2地点で採水した試料を分析した。海水試
料は，比較のために横浜港と横須賀港でも採水した。
各試料は，孔径 0.45 µmのメンブランフィルターでろ
過した後，0.1 Mとなるように硝酸を添加した溶存態
試料と，先に 0.1 Mとなるように硝酸を添加した後，
ろ過した酸可溶態試料の 2種類に分類して分析に供し
た。ICP-MS測定の前処理として，キレート固相抽出
法により脱塩濃縮を行った。分析操作は次の通りであ
る。pH 5.0に調整した試料 250 mLをキレート固相カ
ラム（ジーエルサイエンス製，InertSEP ME-2）に通
液して目的成分を吸着させた後，1 M硝酸 5 mLで溶
出（50倍濃縮）し，ICP-MS（Agilent7700）で希土類
元素を定量した。
【結果及び考察】
溶存態試料中の希土類元素濃度は ppt（ng/L）~sub-ppt
の超微量レベルであったが，ほぼすべての試料で回収
率 90％以上，相対標準偏差（RSD）10％以下といず
れも良好であり，希土類元素 14元素すべての定量値
が得られた。河川水試料の分析値から希土パターンを
作成して上流域から下流域までを比較した結果，下流
に向かうほど Gdの正の異常が顕著に現れた。また下
水放流水に関しては，Gdに加えて Laの正の異常も
確認された。海水については，横浜港で La, Gdの正
の異常，横須賀港で Gdの正の異常が確認された。三
宅島，伊豆大島ではこのような濃度異常は確認されな
かった。
また，横浜港，横須賀港の海水は三宅島，伊豆大島
と比べ，溶存態と酸可溶態の元素濃度の差が大きく，
都市域の海水は酸可溶性の粒子成分が多いことが確認
された。また，三宅島の 2地点において，酸可溶態の
定量値から溶存態の定量値を差し引いた値を酸可溶粒
子態濃度として希土パターンを作成し，火山灰溶出液
の希土パターンと比較した結果，希土パターンが非常
に類似していた。このことから，海水中の希土類元素
組成が，火山灰の影響を受けたことが示唆された。
第 36回麻布環境科学研究会　一般学術講演 8
キレート固相抽出 /ICP-MS 法による海水及び河川水中
希土類元素の広域元素濃度分布調査
○國枝　　巧 1，鹿又　桃子 2，小野　壮登 1，伊藤　彰英 2
1GLサイエンス株式会社
2麻布大学  生命・環境科学部　環境分析学研究室
